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扱いが困難な原子についてもこれらの状態の成立条件を決定する方法に示唆を与えるもので あ る｡ さ ら
に,駆動用放電プラズマが衝撃波プラズマに及ぼす影響が測定されたことは,従来は定量的測定をするこ
とが困難であった隣接する異なった温度のガスの間の相互作用の研究に一つの指針を与えるものである｡
以上述べたように,申請論文は従来は困難とされていたプラズマの緩和過程の解析について各種の平衡
状態に関連した過渡現象を高度の分光学的技術により実験的に追求し,その解析を試みたもので,プラズ
マ分光学の分野で重要な位置を占めるものと考えられる｡又,参考論文で得られた結果は主論文での研究
を遂行するための基礎をなしており,申請者が原子ならびに分子における恵子的素過程の解明をめざす分
野において広い知識と独創的な研究能力を持つことを示している｡
このように本論文は着実な基礎的研究の上にたって,独自の方法により,衝撃波加熱プラズマの動的な
ふるまいに新しい知見を加えるものであり,プラズマ物理学の発展に寄与するところが少なくない｡
よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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